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ご入学おめでとうございます！

• このガイダンスでは、大学での学習にあたり必要な情報等を新入生の皆
様にお伝えします。

• 「学生生活の栞」や本日配付している「学習センター利用の手引き」の情
報を中心に、なるべくコンパクトにお伝えします。

• 既にお読みの方は重複する部分も多いですが、ご容赦ください。
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本学Webサイトから、ダウンロード・閲覧ができます

• 『学生生活の栞』
「放送大学ウェブサイト」
https://www.ouj.ac.jp/for-students/
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①トップページの「在学生（WAKABA）」をクリック ②開いたページをスクロールダウンして「学生生活の栞」ページへ
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• 『学習センター利用の手引』
「東京文京学習センターウェブサイト」

https://www.sc.ouj.ac.jp/center/bunkyo/

①開いたページをスクロールダウンして「学習セン
ター利用の手引」をクリック



本日の新規入学者ガイダンスの内容

• 放送大学の学習（放送授業、オンライン授業、面接授業）

• 教務情報システムやWebサイトの利活用

• 放送大学の各種施設のご案内

• その他（キャンパスメンバーズ、公開講座割引）
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学びの準備をしましょう

• 学生証をもらおう
「学生証」が一人ひとりに発行されます。今後、
さまざまな場面で必要になります。
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• 郵送での交付申請も可能
１. 郵送による学生証交付願

２. 特定記録郵便 320 円分の切手を貼り送付先を明記し
た返送用封筒

３. 入学許可書のコピー及び顔写真付きの公的な身分証
明書(運転免許証、パスポート等)の写し

以上を同封して東京文京学習センターまで郵送願います。



放送大学の授業形態

放 送 授 業 ・・・ 放送教材の視聴と印刷教材による学習を行う授業形態。
通信指導問題の答案を担当教員に提出し通信添削指導を受け、
単位認定試験を受験し合格すると単位が与えられる。

オンライン授業 ・・・ すべての授業をインターネット上で行う授業形態。
科目ごとに決められた期間に課題を提出することで成績評価を行う。
放送授業のような通信指導や単位認定試験は無い。
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面接授業（スクーリング） ・・・ 学習センターなどで講師から直接指導を受ける授業形態。
試験・レポート提出などで成績評価を行う。
史跡や船上など、学習センター以外の場所で実習を行う授業も有り。



放送授業

◎放送授業科目の学習方法

・インターネット、テレビ・ラジオ（いずれ
もBS放送）により授業番組の視聴による
学習と、大学から郵送される印刷教材
（テキスト）で学習

・通信指導の提出期間に問題を解いて
Web上で提出

・学期末にWebで単位認定試験を受験

◎放送授業のポイント

・授業番組とテキストはすべて放送大
学のオリジナル

・授業番組の視聴はインターネットで24
時間視聴可能
（1科目につき45分×15回の番組）

・期間中に通信指導を提出しなければ、
学期末の単位認定試験を受験できな
い
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学期ごとのスケジュールにあわせて学習開始

• 放送授業
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通信指導の答案提出は忘れずに！

• 提出して合格しないと、単位認定
試験を受けられない！

学期の途中に１回、通信指導を提出する必
要があります。原則Web通信指導による提出
のみで実施します（一部科目のみ郵送で実
施します。）。

答案を期限までに提出しなかった場合、また、
添削の結果、不合格になった場合は、単位
認定試験は受験できません。

• 条件によっては、次学期に再度、
通信指導を受けられる

提出後、添削結果と単位認定試験の受験票
が届きます。

新規に科目登録した学期に通信指導を提出
しなかったり、不合格になった場合、次の学
期に学籍があれば、休学中を除き、再度、通
信指導を受けることができます。

10https://www.ouj.ac.jp/for-students/webtsushin/2026/



学期の締めくくり、単位認定試験

• 試験に合格して、単位を修得しよう
「単位認定試験」とは、単位を修得するため
に必要な、学期末に行われる試験です。

原則としてWeb試験にて実施されます（一部
科目除く）が、期限までに申請の上、学習セ
ンターで受験することもできます。

12月下旬にシステムWAKABA上で受験資格
の確認が可能となります。確認のうえ、試験に
備えてください。

• 条件によっては、単位認定試験を再
受験できる

単位認定試験の結果は、Web上（システム
WAKABA）で通知されます。また、Web上での
通知に少し遅れて、成績通知書と単位修得状
況一覧が届きます。

新規に科目登録した学期の単位認定試験に不
合格、または受験しなかった場合も、次の学期
に学籍が継続していれば、次の学期に限り再受
験することができます。
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https://www.ouj.ac.jp/for-students/webshiken/2026/



オンライン授業

• オンライン授業科目の学習方法

「システムWAKABA」から開始！受講科目
のページで課題提出日や小テスト締切日
を確認しておきます。

視聴メモ（レジュメ）や動画を見て受講しま
す。小テストやレポート、ディスカッション等
の課題をこなしていきます。全8回（1単位）
の科目と全15回（2単位）の科目があります。

提出した課題により成績評価が行われ、合
格すると単位修得となります。

• 10月5日から配信開始

科目ごとに課題提出期限が異なります！
学期が始まったら履修登録した科目の
ページにアクセスし、課題の内容や提出期
間をチェックしてください。計画的に学習を
進めましょう！！

12https://www.ouj.ac.jp/reasons-to-choose-us/anytime-anyone-can-learn-freely/online/



面接授業（スクーリング）

• 学習センター等で講師から直接授業を
受けられます

面接授業は、直接教員から講義や指導を受けられる
重要な機会であることはもちろん、他の学生との交流
や啓発の場でもあります。一人では体験できない実習
や実験等もあり、学友と学ぶ楽しさも実感できます。

• 1科目1単位で開講し土日開講科目が
約8割

授業を8回（1時間30分×7回＋45分×1回）行います。
開講日に学習センター等に行き、授業を受講します。

• 年間約3,000クラスが開講！
全国57カ所の学習センター等で面接授業（スクーリン
グ）が開講されており、所属先以外の学習センターで
も受講することができます。各学習センター・サテライト
スペースによって開講科目が異なり、史跡や船上等学
習センター以外の場所で実習を行う授業もあります。

• 授業後の試験・レポート等により単位認
定

授業当日に試験・レポート等を実施する科目もあれば、
後日、指定の方法によりレポート等を提出する科目も
あります。詳細はシラバスをご確認ください。
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東京文京学習センターの面接授業
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• 毎学期、約100科目を開講
全国57カ所の学習センターで一番多く、

毎学期、約100科目を開設。

• 語学・心理学関係が多い
開設科目は幅広い分野の授業を開設し、語学
や心理学関係の科目が多いのが特徴。



面接授業関係Webサイト

• 面接授業のシラバスや追
加登録の詳細などについ
てはこちらをご確認くださ
い。

https://mensetsu-cnh.ouj.ac.jp/2/

15



面接授業の追加登録

• 面接授業の追加登録とは
科目登録決定後、空席のある科目に
ついては、当該科目を開設する学習セ
ンターで追加登録を受付けます。

「仕事の都合が直前までわからなくて
科目登録を見送った」という方も、この
機会を活かして面接授業の追加登録
をご検討ください。
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• 追加登録スケジュール



追加登録の詳細
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事前申請で満席とならなかった科目については、空席状況をシステムWAKABAでリアルタイムで確認でき、原則として開講日
の７日前まで先着順で追加登録を受付けます。空席状況の確認方法はhttps://mensetsu-cnh.ouj.ac.jp/2/をご確認ください。



面接授業受講上の注意

• 教科書の指定がある場合は事前に購
入して持参してください

センターでの販売や貸出等は行っていません。必ず
ご自身でご準備ください。

• BYOD（受講者が自身のPCを持参して
学習する）科目について

受講に必要なパソコン等端末の種類（パソコン、タブ
レット等）やソフトウェア（OSやアプリケーションソフト）
は科目ごとに異なります。シラバスで確認して必ずご
自身の端末を持参してください。貸出等は行っていま
せん

• 無線LANの利用申請について
BYOD科目で学生用無線LANを使用する場合があり
ます。無線LANの使用には本学の指定する「情報リテ
ラシー研修」を修了のうえ、オンラインでの利用申請が
必要です。下記Webサイトを確認のうえ、面接授業実
施前日までに申請手続を完了してください。
https://mensetsu-cnh.ouj.ac.jp/1/wifi-houdai/

• 学研災への加入について
授業概要の【その他（特記事項）】に学生教育研究災
害傷害保険加入の記述がある面接授業を受講する場
合は、受講する前の日までに最寄りの学習センターま
たはサテライトスペースで加入の手続きを行ってくださ
い。 18



• システムWAKABA

学生の学修をサポートするための教務情報システム

・キャンパスメール ・通信指導

・放送授業の視聴 ・単位認定試験

・大学からのお知らせ ・科目登録申請

・各種手続き ・履修成績照会など

19

Webを活用しよう
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システムWAKABAへのアクセス

「システムWAKABA（教務情報システム）」をクリックhttps://www.ouj.ac.jp/
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システムWAKABAへのログイン
（初回ログイン①）
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システムWAKABAへのログイン
（初回ログイン②）
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システムWAKABAへのログイン
（初回ログイン③）



システムWAKABAのメニュー
（キャンパスライフ）
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【キャンパスライフの主な機能】

・学内連絡（大学・学習センターからの
お知らせ）
・スケジュール（放送・面接授業の予定、
試験期間の予定他）
・学内ＦＡＱ（本学に関するＦＡＱ）
・各種届出等申請様式（手続関係等の
様式取得他）
・セミナーハウス予約
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システムWAKABAのメニュー
（キャンパスライフ「学内連絡」）
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システムWAKABAのメニュー
（キャンパスライフ「学内FAQ」）
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システムWAKABAのメニュー
（キャンパスライフ「各種届出・申請様式」）



システムWAKABAのメニュー
（授業サポート）
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【授業サポートの主な機能】

・授業連絡（履修する放送授業等に関
する主任講師からのお知らせ）
・授業共有ファイル（履修する放送授
業等に関する主任講師からの補助教
材等の提供、通信指導問題データ）
・質問箱（履修中の放送授業等の内容
に関し主任講師へ質問する機能）
・資料室（印刷教材の正誤表等、全学
生が共通して授業関連の情報を得る
ための機能）
・談話室（一部の放送授業科目に関す
るコミュニケーション機能）



システムWAKABAのメニュー
（授業サポート「質問箱」）
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システムWAKABAのメニュー
（教務情報）
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【教務情報の主な機能】

・学生カルテ（学籍情報、住所・連絡先情報、
履修情報、単位修得状況情報、教材発送情
報など）
・変更・異動手続
・履修成績照会
・出願・科目登録申請
・所属コース変更及びカリキュラム移行のシミュ
レーション・手続
・シラバス参照
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システムWAKABAのメニュー
（教務情報「学生カルテ」①）
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卒業要件別に単位不足分は赤文字で表記されます。
「1.科目区分にかかる要件」と「2.授業形態にかかる要件」の両

方を満たさなければ卒業はできません。

「コース科目」とは「導入科目」「専門科目」「総合科目」を指しま
す。 「基盤科目」及び「コース科目」で修得すべき最低単位数
を満たすとともに、更に34単位以上（科目区分は問いません）
を修得し、総単位数として124単位を満たさなければなりません。

「放送授業（A）」「面接授業又はオンライン（B）」については、修
得済単位数が修得すべき最低単位数を満たした場合、それ以
上の単位数は「放送／面接／オンライン（C）」へ表示されます。

右のオレンジ色の「履修中科目単位数内訳」は、当学期中の履
修中科目が対象です。

システムWAKABAのメニュー
（教務情報「学生カルテ」②）



履修計画の立て方
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システムWAKABAのメニュー
（教務情報「変更・異動手続」）
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システムWAKABAのメニュー
（教務情報「出願・科目登録申請」）
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システムWAKABAのメニュー
（学内リンク）
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システムWAKABAのメニュー
（学内リンク「放送授業のインターネット配信」

及び「放送大学自己学習サイト」）



システムWAKABAのメニュー
（キャンパスメール）
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システムWAKABAのマニュアル

39



東京文京学習センターウェブサイト
（概要）
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東京文京学習センター独自の情報を掲載しています。

・学習センターの概要

・教員紹介

・公開講演会情報

・機関紙「文京通信」紹介

・施設利用案内

・サークル、同窓会案内

・センタースケジュール など

https://www.sc.ouj.ac.jp/center/bunkyo/



東京文京学習センターウェブサイト
（スケジュール、証明書発行等）
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東京文京学習センターウェブサイト
（客員教員による学習相談）
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学習相談を行う客員教員等

• 東京文京学習センター客員教員

安藤 宏 先生（日本近・現代文学）

池田 嘉郎 先生（近現代ロシア史）

小田部 胤久 先生（美学、芸術学）

小野塚 知二 先生（歴史学、経済学、社会学

文化人類学、哲学・思想・宗教）

鈴木 泉 先生（哲学）

細谷 浩史 先生（生物学）

丸山 純一 先生（心理学）

森 義仁 先生（化学）

頼住 光子 先生（日本思想、仏教学）

小又 志郎 先生（物理学、数学）

小山 玲子 先生（子ども学）

• 学習センター所長

大西 克也 先生 （中国語学・漢字学）
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主な相談事例

• 【学習方法について】

・課題に関する参考文献の見つけ方を教えてほしい。

・勉強方法について相談したい。

・レポートの書き方がわからない。

・学習のモチベーションが上がらない。

• 【進路について】

・海外へ留学しようか迷っている。

・修士・博士後期課程への進学にあたって研究計画の
立て方について、アドバイスしてほしい。

• 【卒業研究について】

・いろんな本を読んでいるうちにどの方向（分野・テーマ）
でいけばいいか分からなくなった。

・研究テーマの絞り込み方がわからない
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学習相談のルール

【学習相談のルール】

・相談方法は、対面・Zoom（希望があれば電話）で
実施いたします。

・相談時間の目安は30分。

・対象者は東京文京学習センター所属の学生です。

・相談希望日時は申込日より1週間後以降の、複

数の候補をお知らせください。（学習センター開所

日のみ）

・申込みの際に、具体的な相談内容をお知らせく

ださい。

・学習相談はあくまでも学びのヒントを提供するものです。

・卒業研究を履修中の方、大学院修士全科生・博士全科
生の方の研究指導（特定研究）は、学習相談ではお受け
できません。

・論文、研究計画書、その他の申請書の添削はお受けで
きません。

・多くの方にご利用いただくため回数や時間の制限を設
けることがあります。

・学習相談で受けた助言等に従う義務は一切ありません。
助言をどう活用するかはご自身で判断できます。
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東京文京学習センターウェブサイト
（公認学生団体（サークル）等）
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公認学生団体 27団体が活動中
（2026年10月現在）



東京文京学習センターウェブサイト
（客員教員ゼミ）
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放送大学公式Webサイト
（資格取得とキャリアアップ）
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放送大学公式Webサイト
（各種パンフレット）
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放送大学公式Webサイト
（サイト内検索）
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放送大学の施設
（東京文京学習センター概要）



放送大学の施設
（東京文京学習センター２階学生ホール）

• 自習、休憩等ができます。

• Wi‐Fiの利用が可能です。

• 冊子、ポスター掲示があります。

• 飲み物の自動販売機があります。

• 学生用コインロッカーもご利用可
能です。
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放送大学の施設
（東京文京学習センター視聴学習室）

視聴学習室では以下のサービスが
利用可能です

• 学習のためのChrome Book（放送
授業インターネット配信視聴、イン
ターネット利用）

• 現在開講中の印刷教材の閲覧

53※図書整理等で臨時閉室となる場合があります。開室時間等は東京文京学習センターウェブサイトでご確認ください。



放送大学の施設

（筑波大学大塚図書館）

54

地下１階の図書館は筑波大学と放送大学の
共用施設であり、資料の閲覧が可能です。

• 文献複写やその他のサービスは、2階事務室
が窓口となりますのでご注意下さい。

• 予約なしでご利用いただけます。

• 放送大学学生証を受付に提示にしてください。

• 大塚図書館内の資料の閲覧

• 資料の複写（私費コピー機によるセルフコ
ピー）



放送大学の施設
（放送大学附属図書館①）

• 幕張本部内に所在していますが、Webからも各
種サービスが受けられます。
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放送大学の施設
（放送大学附属図書館②）

利用可能なサービス

• 学内資料検索

• レファレンスサービス

• 文献複写

• 学生図書リクエスト

• 相互利用サービス（他大学図書館等の利用）

• 図書の自宅配送サービス

• 館内設備の利用申込

• 電子書籍の利用
56



放送大学の施設
（放送大学附属図書館③）

57

附属図書館トップページに掲載されている「リブナビ・リブナビ
プラス」は、放送大学附属図書館や図書館サービスを始めて
利用する方向けのガイドブックとなりますので、ぜひご確認くだ
さい。

電子ブック等には、自宅等からリモートアクセスを使って読める
ものもあります。また、貸出図書の貸出期間延長の申請もWeb
上から可能です。ぜひ学習にお役立てください。



その他
（キャンパスメンバーズ）

• 放送大学はキャンパスメンバーズ制度に加入しています
【特典】

所蔵作品展及び国立映画アーカイブ所蔵作品上映（国立新美術館を除く）・・・・無料

特別展・共催展・・・・割引料金（団体閲覧料金）

国立映画アーカイブの特別上映及び共催上映・・・・割引料金

【ご利用できる国立美術館】

東京国立近代美術館本館（東京・北の丸公園）、国立工芸館（石川・兼六園周辺文化の森）

国立映画アーカイブ（東京・京橋）

京都国立近代美術館（京都・岡崎公園内）

国立西洋美術館（東京・上野公園内）

国立国際美術館（大阪・中之島）

国立新美術館（東京・六本木） 58



その他
（インターネット配信公開講座の割引）

• 放送大学の公開講座「数理・データサイエ
ンス・AI講座」の一部講座受講料に学生割
引が適用されます。

• 通常8,000円の受講料が→800円に！

• 割引の適用には、登録時に学生番号の登
録が必要となります。

• デジタル社会で必要とされるデータサイエン
スやAIの知識・技術について、オンラインで
いつでも学べます。無料の講座もあります。

申込みは以下のURLから！

https://aoba.ouj.ac.jp/rpv/

59



放送大学
YouTubeチャンネル
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• 放送大学の様々な情報を配信して
おります。

ぜひ、チャンネルをご登録してみてく
ださい。

https://www.youtube.com/@TheOpenUniversityofJapan



ご自身の目的・ペースに合わせて学習を進めて下さい。
ご質問は学習センターあてメール（bunkyo-sc@ouj.ac.jp）

または、お電話にて受付けいたします。
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